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合
　
掌

　
早
い
も
の
で
今
年
も
折
り
返
し
、
七
月
を

迎
え
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
暑
さ
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
電
気
代
の
高
騰
等
、

気
に
な
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
適
度
な

室
温
調
整
や
水
分
補
給
で
熱
中
症
対
策
を

し
て
頂
き
、
ど
う
か
ご
自
愛
下
さ
い
。

　
さ
て
、
間
も
な
く
お
盆
を
迎
え
ま
す
。

当
山
で
は
八
月
の
恒
例
行
事
で
あ
り
ま
す

「
施せ

が

き

え

餓
鬼
会
（
お
せ
が
き
）」
の
法
要
を
、

下
記
の
通
り
に
執
り
行
い
ま
す
。
ご
先
祖

の
供
養
と
新
盆
に
あ
た
る
霊
位
、
さ
ら
に

は
有
縁
無
縁
の
諸
霊
供
養
を
致
し
ま
す
。

　
行
動
制
限
も
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ど
う
か
ご
無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
参
詣
頂

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

 

◆ 

令
和
五
年
八
月
五
日
（
土
）

　 『
施せ

が

き

え

餓
鬼
会
（
お
せ
が
き
）』

　　【
受
　
付
】

　
・
十
三
時
～
十
五
時
　 

　　【
法
　
要
】

　
・
十
四
時
～
十
四
時
四
十
分
頃

　
　
本
堂
に
て
法
要
　
法
要
中
焼
香

【
注
意
事
項
】

・
十
四
時
か
ら
四
十
分
程
、
法
要
を
執
り

  

行
い
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

  

塔
婆
申
込
ハ
ガ
キ
に
参
列
人
数
を
ご
記
入

  

の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

  

法
要
中
に
世
話
人
の
案
内
の
も
と
、
順
次

   

お
焼
香
を
し
て
頂
き
ま
す
。

・
法
要
後
、
堂
内
に
て
お
塔
婆
を
そ
れ
ぞ
れ

   

お
取
り
頂
き
退
堂
、
墓
参
願
い
ま
す
。

   

尚
、
塔
婆
回
向
は
午
前
中
に
住
職
が
厳
修

    

致
し
ま
す
。

　・
堂
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
任
意
で
す
。

　
墓
参
に
関
し
ま
し
て
は
、
熱
中
症
の
恐
れ

　
も
あ
り
ま
す
の
で
、マ
ス
ク
着
用
は
呉
々

　
も
ご
注
意
下
さ
い
。

◆
お
せ
が
き
の
お
塔
婆
建
立
に
つ
い
て

　

次
頁
に
説
明
し
て
お
り
ま
す
、
申
し

　

込
み
ハ
ガ
キ
に
お
せ
が
き
の
お
塔
婆

　

引
き
取
り
に
つ
い
て
、

　

・
八
月
五
日 　

お
せ
が
き
の
日

　

・
お
盆
迄　

 

八
月
六
日
～
十
六
日

　

・
お
寺
で
建
立
し
て
も
ら
う

　
　
（
※
当
山
境
内
に
墓
地
の
あ
る
方
）

　

何
れ
か
選
択
し
て
ご
返
送
頂
き
ま
す

　

様
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
住
職
拝
）

◎
お
せ
が
き
の
お
塔
婆
の
申
し
込
み
に

　
つ
い
て
は
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

 令和５年７月　　　　　　　　　　　 大 正 寺 報　　　　　　　　　　 　　　　　　　（４）



 令和５年７月　　　　　　　　　　 　大 正 寺 報　　　　　　　　　　 　　　　　　　（２）

　◆お塔婆料等のお納めについて◆
お塔婆料・おせがき料等は 8 月 5 日当日、あるいはお盆のお墓参りの折でも結構ですが、
口座振込を推奨致します。下記をご参考にされればと存じます。

　　せがき　おとうば料　　　　　1 本　3,000 円
　　せがき　供養料　　　　　　　2,000 ～ 5,000 円位（あくまでお志です）
　　護持会費　　　　　　　　　　3,500 円（ご加入頂いている方）

◎ご送金方法は下記の通りです。
　①郵便（現金書留）
　②郵便口座振替　口座番号　00100-1-169710　加入者名　宗教法人　大正寺
　　（振替払込用紙を同封します。内訳および御依頼人氏名お忘れなく願います。）　
　　※現金での払込みの場合、払込手数料が掛かります。
　③銀行振込　　三井住友銀行松戸支店　普通預金　5100945　宗教法人　大正寺
　　銀行振込の場合、振込依頼者を正確に記入願います。

◎
お
せ
が
き
の
お
塔
婆
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

お
せ
が
き
の
お
塔
婆
の
申
し
込
み
は
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
七
月
末
日
ま
で
に
投
函

　
し
て
下
さ
い
。
必
ず
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ガ
キ
に
は
法
要
参
列
に
関
す
る
項
目
と
お
塔
婆
の
引
き
取
り
に
関
し
て
の
項
目
が

　
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
例
の
よ
う
に
該
当
す
る
箇
所
に
〇
を
し
て
下
さ
い
。

　
※
通
常
は
、【
○
○
家
先
祖
代
々
之
霊
】
の
お
塔
婆
を
一
本
で
よ
ろ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
新
盆
に
あ
た
る
な
ど
特
に
、
法
名
（
戒
名
）
で
お
建
て
に
な
る
方
は
、
俗
名
（
生
前
の
お
名
前
）　

　
　
で
も
結
構
で
す
の
で
、【　
　
　
】
内
に
記
入
願
い
ま
す
。

　
※
ハ
ガ
キ
欄
に
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
、
別
の
紙
に
記
入
し
て
郵
便
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

  （
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
０
４
７-

３
６
８-
８
８
９
９
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

何
れ
の
場
合
も
施
主
氏
名
（
お
塔
婆
を
建
て
る
方
）
を
お
忘
れ
な
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
令
和
五
年
八
月
五
日
の
お
せ
が
き
の
、
お
と
う
ば
を
申
し
込
み
ま
す
。 

お
と
う
ば
を
建
て
る
方
の
名
前 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【 
 
 
  

   
 
 
 

】 
 

新
盆
等
で
特
に
供
養
し
た
い
と
き
は
法
号
か
俗
名
を
次
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

お
と
う
ば
を
建
て
る
方
の
名
前 

【
法
号
（
俗
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

】【 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 

お
と
う
ば
を
建
て
る
方
の
名
前 

【
法
号
（
俗
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

】【 
 
 
 
 

 
 
  

 

】 

◎◎
五五
日日  

十十
四四
時時
のの
法法
要要
にに
参参
列列
ささ
れれ
るる
方方
はは
人人
数数
をを
記記
入入
下下
ささ
いい
【 

 
 
 

名
参
列
】 

◎◎
おお
塔塔
婆婆
をを
引引
きき
取取
りり
にに
、、  

・・八八
月月
五五
日日
にに
来来
まま
すす    

  
  

  

・・おお
盆盆
迄迄
にに
来来
まま
すす  

・・おお
寺寺
でで
建建
てて
てて
下下
ささ
いい  

  
  

  
  

※※
何何
れれ
かか
選選
択択
願願
いい
まま
すす  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
住
所
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

】 

お
名
前
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】  

電
話
【 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 

【 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

家
】
先
祖
代
々
之
霊 

中　

山

中
山 

恵
祐

中
山 

恵
祐

中
山 

恵
宏

塚
越
院
妙
法
日
大
信
士

俗
名 

大
正 

太
郎 

之
霊

二

松
戸
市
松
戸
一
三
八
六
番
地

　
　

中
山　

恵
祐　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
２
‐
３
４
０
５

【ハガキ記入例】
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【
大
正
寺
掲
示
板
】

◎
い
つ
も
当
山
護
持
会
費
に
ご
協
力
頂
き
、

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
決
算
並
び

　
令
和
五
年
度
予
算
を
、
別
紙
の
通
り

　
ご
報
告
致
し
ま
す
。
御
高
覧
頂
け
れ

　
ば
幸
甚
で
す
。

◎
お
盆
の
期
間（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
）

　

は
例
年 

気
温
が
特
に
高
く
、
墓
参
中

　

呉
々
も
熱
中
症
に
は
お
気
を
付
け
下

　
さ
い
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
お
願
い

　
致
し
ま
す
。

　
◎
お
盆
期
間
中
は
境
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

　
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
。
な
に
と
ぞ

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
十
六
日

　
の
夕
方
が
墓
参
の
ピ
ー
ク
で
す
。

　
※
十
三
日
・
十
六
日
は
警
備
員
に
よ
る

　
　
交
通
整
理
を
行
う
予
定
で
す
。

◎
佐
渡
団
参
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
く

　
予
定
で
し
た
が
、
日
程
の
調
整
と
旅
費

　
の
面
で
検
討
す
べ
き
点
が
多
く
、
年
内

　
は
見
送
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
佐
渡
は
行
動
制
限
が
無
く
な
り
、

　
主
に
修
学
旅
行
等
の
団
体
の
申
し
込
み

　
が
多
い
様
で
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
日
程

　
調
整
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

　
ま
す
。
今
一
度
企
画
を
練
り
直
し
、
春
の

　
開
催
を
目
標
に
改
め
て
ご
案
内
致
し

　
ま
す
。
　

◎
四し

ち
ゅ
う
す
い
め
い

柱
推
命
並
び
に
断だ

ん
え
き易

に
よ
る
鑑
定
の

　
お
問
合
せ
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
申
込
み
に
付
き
ま
し
て
は
左
記
の

　
連
絡
先
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
鑑
定
料
は
一
回 

三
千
円
で
す
。

　
（
三
十
～
四
十
分
程
度
）

◆
行
事
予
定

【
朝
詣
り
会
】

　
・
毎
月 

第
一
土
曜
日   
朝
七
時
よ
り

　
　
※
八
月
五
日
は
お
休
み
致
し
ま
す

 　【
秋
の
お
彼
岸
】

　

 

・
九
月
二
十
日
～
二
十
六
日

　
　
※
二
十
日
（
水
）
十
三
時
よ
り

　
　
　
本
堂
に
て
彼
岸
法
要
を
行
い
ま
す

 　【
お
会
式
】

　
・
十
一
月
十
二
日
（
日
）
十
四
時
よ
り

 　【
写
経
会
】　

　
・
八
月
は
お
休
み
致
し
ま
す

　
・
九
月
三
十
日
（
土
）
午
後
二
時
～

　
・
十
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
～

　
・
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時
～

　
　
※
参
加
費
は
二
千
円
で
す

　
　
　
写
経
用
具
一
式
す
べ
て
当
山
に
て

　
　
　
用
意
致
し
ま
す
（
筆
ペ
ン
を
使
用

　
　
　
致
し
ま
す
）


